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タイムバスターズ

①職場単位の活動

石井　武美

取り組種別 問題解決型

石井　武美　（ 介護福祉士 ）

介護福祉士

介護福祉士土田　洋輔

田井中　真樹 ケアワーカー

平成 29 年 5 月 ～ 12 月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

発表者（職種）

（指   標）　配車作業

（目標値）　作業時間を20分間短縮する

職員の記憶で処理していた情報（ご利用者個別の条件など）を、配車作業に使用するご利用者の札へ、個々
の条件を反映する
配車確定ﾙｰﾙを決める

（実施前）　ご利用者の個々の条件を記憶だけで想像しながら、配車の組み合わせを行っていた
　　　　　　　配車を作成しても正しく出来ているか不安で他者を巻き込み組み合わせを考えていた

（実施後）　個々の情報を色・シール・ナンバリングすることで、記憶を見える化した
　　　　　　　配車確定の指標を確定したことで、一人で短時間で確定できる

誰もが、問題なく配車業務が出来るように、マニュアルを作成した
新規利用者や利用者の条件が変更され場合、名札更新担当者を決め、確実に更新できる環境とした

石井
いしい

　武美
たけみ

　（ 介護福祉士 ）介護老人保健施設しおさい

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

②支援部門

リーダー名
（職種）

活動期間

12 回

施設名

演題名 しおさい通所リハビリテーションにおける 配車業務時間の短縮

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

毎日繰り返している配車業務は、ご利用者、職員及び車両と様々な条件を組み合わせる煩雑な作業となって
いる。
配車担当者は、ご利用者と向き合う事よりも、利用者の名札と向き合う時間が長く、ご利用者の自主訓練や個
別プログラムに付き添う時間が短い（利用者満足に繋がっていない・職員がいるのに机にばっかり向かってい
るという印象）。

分類

チーム名

活動回数
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【現状把握】 現状把握

【目標設定】
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【要因解析】

【対策の立案と実施】

・ご利用者の名札（マグネット）の刷新

・配車業務チェックシートを作成

・見やすい配車板の作成
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【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

・誰もが、問題なく配車業務が出来るように、

　マニュアルを作成

・新規利用者や利用者の条件が変更され場合の

　名札更新担当者を決め、確実に更新できる環境にした

・新人職員へマニュアルの説明

【反省と今後の進め方】

良かった点

○ 明確な正解のない配車業務に、正解を求めて

無駄な時間を費やしていたことに気づけたこと。

○ 単に作業時間を短縮することだけでなく、

自分たちが理想とする通所リハビリを

実現したいとの思いを持って活動できたこと。

悪かった点

○ テーマ選定までに時間がかかってしまったこと。

テーマ選定の選択肢として残っている

記録業務の見直しを行っていく




